
　第６回市消防協会消防操法大会が、６月１３日に県クリスタルパーク恵那スケート場で開催されました。
各分団は、この日のために数カ月前から練習を重ね、大会に臨みます。優勝は、昨年に続いて中野方分団と
なり、８月１日�に揖斐川町で行われる第５９回県消防操法大会へ、市の代表として出場します。

１７№１３１

２０１０（平成2２年）

山本芳翠生誕１６０年
夏のイベント特集
お知らせ
掲示板・声
情報ＢＯＸ
えな自慢

２ ～３
 ４ ～９
 １０～１３
 １４～１５
 １６～１９
 ２０  

主な内容
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芳
翠
の
功
績
や
作
品
を
学
び
、

わ
が
ま
ち
が
誇
る
郷
土
の
先
人
と

し
て
顕
彰
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
講
演
会
（
第
１
弾
）「
山
本
芳
翠

と
そ
の
時
代
、
そ
し
て
今
」

　
「
浦
島
図
」な
ど
を
所
蔵
す
る
県

美
術
館
。
そ
こ
で
芳
翠
の
研
究
に

取
り
組
む
古
川
館
長
が
、
分
か
り

や
す
く
芳
翠
と
そ
の
作
品
、
時
代

背
景
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１
日�
午
後
２
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
講
師　

県
美
術
館
館
長　

古
川

秀
昭
氏

▼昨年１０月、生家に看板を設置（明智町野志）

 
明
智
町
野
志
の
出
身

　

山
本
芳
翠
は
１
８
５
０（
嘉
永
３
）年
８

月　

日
に
、
現
在
の
明
智
町
野
志
で
、
農

１２
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
絵
が
好
き
で
、　

歳
の
と
き
京

１５

都
へ
出
て
、
中
国
の
南
宋
画
に
由
来
す
る

南
画
を
習
い
始
め
ま
す
。

　

１
８
６
８（
明
治
元
）年
、
横
浜
で
初
め

て
西
洋
画
を
目
に
し
、
そ
の
衝
撃
か
ら
す

ぐ
に
西
洋
画
へ
の
転
向
を
決
意
。
洋
風
画

家
・ 
五  
姓  
田  
芳 

ご 

せ 

だ 
ほ
う 

柳 
に
入
門
し
、「
芳
翠
」
の

り
ゅ
う

号
を
与
え
ら
れ
、
洋
画
家
・
山
本
芳
翠
と

し
て
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、 
山  
県  
有 

や
ま 
が
た 
あ
り

 
朋 
率
い
る
北
海
道
視
察
の
随
行
や
、
第
１

と
も回

勧
業
博
覧
会
で
の
受
賞
な
ど
、
有
力
な

洋
画
家
の
一
人
と
し
て
成
長
し
ま
す
。

　

日
本
洋
画
の
先
駆
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
郷
土
の
画
家
・
山
本 
芳  
翠 
。
日
本
洋
画
の
発
展
に
情
熱
を
燃
や
し
、
そ

ほ
う 
す
い

の
功
績
か
ら
「
日
本
洋
画
の
父
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
芳
翠
が
現
在
の
明
智
町
野
志
で
生
誕
し
て
か
ら
、
こ
と
し

で
１
６
０
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
山
本
芳
翠
顕
彰
会
と
と
も
に
、
芳
翠
の
功
績
や
作
品
を
紹
介
し
、
わ
が
ま
ち
が

誇
る
先
人
と
し
て
称
え
る
記
念
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文
化
課�
４
３
―
２
１
１
２

▲山本芳翠。「山本芳翠の世界展図録」朝日新聞名古屋本社発行
（１９９３年）から転写。

 
山
本
芳
翠
生
誕
１
６
０
年    

 
記
念
事
業

【
先
人
顕
彰
事
業
】

3　2010.7.1

 
技
術
は
フ
ラ
ン
ス
で

　

１
８
７
８（
明
治　

）年
、
パ
リ
万
国
博

１１

覧
会
に
随
行
し
、
そ
の
閉
会
後
も
パ
リ
に

滞
在
し
続
け
ま
し
た
。
本
格
的
に
洋
画
を

学
び
な
が
ら
、
劇
場
の
背
景
画
や
壁
画
、

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
の
名
画
の
模
写
に
も

励
み
ま
す
。
３
０
０
点
も
の
作
品
か
ら
な

る
個
展
も
開
き
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
界
で
も

そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

当
時
の
日
本
洋
画
界
で
は
、
最
も
早
い

時
期
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
で
、
そ
の
期
間
は

　

年
に
及
び
ま
し
た
。
滞
在
中
の
作
品
の

１０多
く
は
、
芳
翠
の
帰
国
前
に
作
品
を
乗
せ

た
艦
が
行
方
不
明
と
な
り
、
残
念
な
が
ら

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 
報
道
画
家
と
し
て
も

　

１
８
８
７（
明
治　

）年
、
帰
国
し
た
芳

２０

翠
は
作
品
制
作
を
続
け
な
が
ら
、
画
塾
や

洋
画
団
体
を
設
立
し
、
後
進
の
育
成
、
日

本
美
術
界
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

ま
た
、
報
道
画
家
と
し
て
、
会
津
磐
梯
山

の
噴
火
や
、
日
清
・
日
露
戦
争
で
の
各
地

の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

教
科
書
へ
の
挿
絵
や
舞
台
背
景
画
の
制
作

な
ど
、
そ
の
才
能
は
多
彩
を
極
め
ま
す
。

　

１
９
０
６（
明
治　

）年
、
芳
翠
は　

歳

３９

５６

で
他
界
。
日
本
洋
画
の
発
展
に
情
熱
を
捧

げ
た
芳
翠
は
、
そ
の
最
期
も
作
品
の
制
作

中
の
こ
と
で
し
た
。

▲灯を持つ乙女＝１８９２（明治２５）年ころ。
芳翠存命中から生家にあり、地元になじ
みの深い作品。（県美術館寄託）

●
講
演
会
（
第
２
弾
）「
芳
翠
の
知

ら
れ
ざ
る
一
面
を
探
る
」

　

同
郷
の
先
人
、
下
田
歌
子
と
の

つ
な
が
り
を
交
え
、
活
人
画
な
ど

の
多
才
な
一
面
を
紹
介
し
ま
す
。

□
と
き　

平
成　

年
１
月
こ
ろ

２３

□
と
こ
ろ　

明
智
文
化
セ
ン
タ
ー

と
山
本
芳
翠
の
生
家
周
辺

□
講
師　

実
践
女
子
大
学
図
書
館

司
書　

大
井
三
代
子
氏

●
企
画
展「
生
誕
１
６
０
年
記
念
、

郷
土
の
画
家
・
山
本
芳
翠
」

　

県
美
術
館
所
蔵
の
「
浦
島
図
」

や
市
所
蔵
の
作
品
な
ど
を
展
示
。

□
と
き　

平
成　

年
１
月　

日�

２３

２０

―
２
月　

日�
２７

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館

□
観
覧
料　

無
料

●
山
本
芳
翠
・
水
墨
画
展

　

父
の
死
後
、
故
郷
の
野
志
に
長

期
滞
在
し
た
と
き
、
多
く
の
水
墨

画
を
制
作
。
そ
の
作
品
を
展
示
。

□
と
き　

平
成　

年
１
月　

日�

２３

２０

―
２
月
６
日�

□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

●
そ
の
ほ
か
の
催
し

▽
生
誕
地
に
お
け
る
資
料
調
査

▽
市
美
術
展
に
芳
翠
大
賞（
仮
称
）

を
設
置

▽
子
ど
も
展
で
作
品
募
集
と
特
設

コ
ー
ナ
ー
の
設
置

▽
資
料
調
査
報
告
会

【日本洋画の父・芳翠の功績を伝えたい】
　山本芳翠顕彰会はこれまで、芳翠の作品を学び、郷土の偉大な先人の功績を、世に広め
ようと活動してきました。昨年１０月には生家に看板を設置し、多くの方にご覧いただい
ています。生誕１６０年を迎えるにあたり、市と力を合わせ顕彰事業に取り組んでいます。
皆さんに「芳翠の功績を知ってもらいたい」「芳翠を郷土の自慢としていただきたい」と
意気込んでいます。作品を目にした時の、あの迫り来る感動。この記念の年に、ぜひ作
品を鑑賞いただき、芳翠という人物をご堪能ください。
□問い合わせ　山本芳翠顕彰会事務局（日本大正村役場内）�５４-３９４４

▲浦島図＝１８９３（明治２６）～１８９５（明治２８）年ころ。第７回明治美術会に出
品された迫力ある大作。浦島太郎という日本的主題を洋風表現した芳翠の作
例の一つ。（県美術館所蔵）

▲会長を務める成瀬郁夫氏（大正ロマン館で）
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市
内
で
開
催
さ
れ
る
祭
り
や
花
火
大

会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

７�８�
い
わ
む
ら
夏
祭
り

い
わ
む
ら
夏
祭
り

　
�１３

　
�１４

　
�１５

　
�１６

　
�２１

　
�２８

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
お
盆
イ
ベ
ン
ト

ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火

寿
老
の
滝 
出
店

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
お
盆
イ
ベ
ン
ト

恵
那
納
涼
夏
祭
り
と
盆
踊
り

の
夕
べ

第　

回
東
野
納
涼
夏
祭
り

２９
毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

姫
栗
納
涼
夏
祭
り

中
野
方
町
夏
祭
り

第　

回
天
空
の
里
飯
地
高
原

２９
夏
ま
つ
り

や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第　

回
明
智
町
納
涼
花
火

２１
大
会

上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

寿
老
の
滝 
出
店

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
お
盆
イ
ベ
ン
ト

武
並
町
夏
ま
つ
り

く
し
は
ら
盆
踊
り

寿
老
の
滝 
出
店

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

阿
木
川
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

い
わ
む
ら
城
址
薪
能

８月

８月

　
�１６

　
�１７

　
�１８

　
�２４

　
�２５

　
�２９

　
�３０

　
�３１

登
り
窯
窯
焚
き

明
智
ぎ
お
ん
祭

登
り
窯
窯
焚
き

明
智
ぎ
お
ん
祭

楽
市
街
道
宵
ま
つ
り
（
夜
店
）

登
り
窯
窯
焚
き

明
智
ぎ
お
ん
祭

こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

福
寿
苑
夏
ま
つ
り

楽
市
街
道
宵
ま
つ
り
（
夜
店
）

こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

笠
置
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・

ニ
ュ
ー
エ
リ
ア
発
表
会

小
里
川
ダ
ム
学
習
会

能
が
楽
し
く
な
る
勉
強
会

「
大
正
百
年
祭
」
総
決
起
大
会

あ
そ
び
に
お
い
で
よ　

道
の

！！

駅
縁
日

ち
ゃ
ん
こ
会

第　

回
恵
那
納
涼
水
上
花
火

３９
大
会

７月

　さあ、いよいよ夏休みが始まります。皆さんは、ことしの夏をどう過ごします
か。　旅行の計画もいいですが、市内の夏も楽しいですよ。皆さんが参加して、楽
しむことができるイベントを、各地域で準備中です。
　今回は、市内の夏を３つのキーワード「催し」「動く」「学ぶ」に分けて紹介し
ます。好きなものを選んで、えなの夏を楽しみましょう。

えなのえなの夏夏
楽しみ　　　楽しみなな夏夏

えなのえなの夏夏
楽しみ　　　楽しみなな夏夏

5　2010.7.1

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
実
演
。
人
口
壁
で
の
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
。

　
　

笠
置
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
（
笠
置

振
興
事
務
所
内
）�
２
７
―
３
１
５
５

 
小
里
川
ダ
ム
学
習
会

　

一
般
開
放
さ
れ
て
い
な
い
ダ
ム
堤
体
内

や
、
ゲ
ー
ト
室
が
見
学
で
き
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
前　

時
―
午
後

２５

１０

２
時

□
と
こ
ろ　

小
里
川
ダ
ム

　
　

小
里
川
ダ
ム
管
理
支
所�
５
９
―
０

０
５
６

 
能
が
楽
し
く
な
る
勉
強
会

　
「
い
わ
む
ら 
城
址 
薪
能
」（
８
月　

日�

じ
ょ
う
し

２８

開
催
）
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
、
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。
能
を
理
解
し
て
、
薪

能
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
７
時

２９

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
講
師　

玉
井 
博  　
 
氏
（
能
楽
師
・
重
要

ひ
ろ 
こ

無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
）

　
　

い
わ
む
ら
城
址
薪
能
実
行
委
員
会

（
ま
ち
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）�
４
３
―

４
６
２
２

 「
大
正
百
年
祭
」
総
決
起
大
会

　

来
年
の
「
大
正
百
年
祭
」
に
向
け
た
総

決
起
大
会
で
す
。
大
会
で
は
、
恵
那
南
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
や
大
正
琴
の
演
奏
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
大
正
村
駐
車
場
ま

で
、
風
情
あ
る
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
を
行
い

ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
　

▽
大
会
＝
午
後

３０

６
時　

▽
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
＝
午
後
８
時

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

　
　

明
智
町
大
正
百
年
祭
推
進
協
議
会

（
日
本
大
正
村
役
場
内
）�
５
４
―
３
９
４

４
 
恵
那
峡
開
峡　

周
年
・
第　

回  

９０

３９

 
恵
那
納
涼
水
上
花
火
大
会

　

夜
空
と
湖
面
が
彩
ら
れ
る
恵
那
峡
の
花

火
は
、
水
上
花
火
と
打
ち
上
げ
花
火
の
共

演
が
見
も
の
。
恵
那
峡
の
峡
谷
に
迫
力
の

あ
る
音
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。 
放 ほう 
生 

じ
ょ
う 
会 
、

え

 
灯 とう 
籠 ろう 
流 
し
、
水
上
花
火
大
会
（
約
２
千

な
が

発
）。

□
と
き　

７
月　

日�
　

▽
放
生
会
、
灯

３１

籠
流
し
＝
午
後
７
時　

▽
水
上
花
火
大
会

＝
午
後
８
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
峡
さ
ざ
な
み
公
園

　
　

市
観
光
協
会�
２
５
―
４
０
５
８

 
登
り
窯
窯
焚
き

　

初
日
に
火
入
れ
式
を
行
い
、
３
日
間
昼

夜
を
通
し
て
窯 
焚 
き
を
続
け
ま
す
。

だ

□
と
き　

７
月　

日�
午
前
７
時
半
―　

１６

１９

日�
早
朝
未
明
の
焚
き
上
が
り

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー�
５
６
―

４
５
６
７

 
明
智
ぎ
お
ん
祭

　

家
々
の
軒
先
に
赤
ち
ょ
う
ち
ん
が
飾
ら

れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
、　

日

１６

１７

１８

�
午
後
６
時
―
９
時

□
と
こ
ろ　

明
智
町
市
街
地

　
　

市
観
光
協
会
明
智
支
部
（
明
智
振
興

事
務
所
内
）�
５
４
―
２
１
１
１

 
楽
市
街
道
宵
ま
つ
り（
夜
店
）

　

岩
村
の
歴
史
あ
る
町
並
み
に
、
夜
店
が

並
び
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
午
後
７

１７

２４

時

□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り

　
　

岩
村
町
商
店
会
（
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ

プ
西
尾
）�
４
３
―
３
２
６
８

 
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

　

自
分
で
作
る
楽
し
い
工
作
や
、
科
学
の

不
思
議
な
世
界
を
体
験
し
よ
う
。
巨
大
空

気
砲
を
体
験
で
き
る
な
ど
、
楽
し
い
コ
ー

ナ
ー
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
午
前　

２４

２５

１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー�
２
５
―
５
１

２
１

 
福
寿
苑
夏
ま
つ
り

　

上
矢
作
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓
の

演
奏
や
、
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
５
時
―
８
時

２４

□
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿

苑
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
苑�
４

８
―
３
１
６
１

□
と
き　

７
月　

日�
午
前
９
時
―
午
後

２５

４
時

□
と
こ
ろ　

笠
置
公
民
館
と
笠
置
山
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
エ
リ
ア

□
内
容　

小
山
田
大
さ
ん
（
プ
ロ
ク
ラ
イ

マ
ー
）
に
よ
る
ニ
ュ
ー
エ
リ
ア
の
発
表
と

▲炎を上げる登り窯

▲恵那峡の湖面を彩る水上花火

夏夏ののイイベベンントト夏夏ののイイベベンントト
特集
夏夏ののイイベベンントト

問問

問問

問

問

問問

問問

 
「
１
周
年
記
念
」笠
置
山
ク
ラ
イ

 
ミ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
エ
リ
ア
発
表
会
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問 問

問問

問

問

問

問 問問問

問

 
あ
そ
び
に
お
い
で
よ　
          

！！

 
道
の
駅
縁
日

　

宝
探
し
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
花
火

大
会
な
ど
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
４
時
―
９
時

３１

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡
芝
生
広
場

　
　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡�

５
９
―
０
０
５
１

 
ち
ゃ
ん
こ
会

　
 
入  
間  
川 
部
屋
の
力
士
た
ち
に
よ
る
、
本

い
る 
ま 
が
わ

物
の
ち
ゃ
ん
こ
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
５
時

３１

□
と
こ
ろ　

明
智
文
化
セ
ン
タ
ー

□
参
加
料　

▽
大
人
＝
２
０
０
０
円　

▽

中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円

　
　

市
観
光
協
会
明
智
支
部
（
明
智
振
興

事
務
所
内
）�
５
４
―
２
１
１
１

 
い
わ
む
ら
夏
祭
り

　

こ
と
し
で　

回
目
の
歴
史
あ
る
大
変
装

６３

行
列
で
す
。
各
町
内
会
な
ど
が
毎
年
工
夫

し
た
変
装
で
、
本
通
り
を
練
り
歩
き
ま

す
。
ま
た
手
作
り
の
出
し
飾
り
や
、
あ
ん

ど
ん
な
ど
も
見
も
の
。

□
と
き　

▽
大
変
装
行
列
＝
８
月
７
日�

午
後
６
時　

▽
子
ど
も
み
こ
し
＝
８
日�

午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り

　
　

い
わ
む
ら
夏
祭
り
大
変
装
行
列
実
行

 
寿
老
の
滝 
出
店

　

癒
や
し
の
空
間
「
寿
老
の
滝
」
で
、
五

平
も
ち
な
ど
を
販
売
す
る
出
店
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

８
月　

日�
、　

日�
、　

日

１４

１５

１６

�
午
前　

時
―
午
後
１
時
半

１０

□
と
こ
ろ　

寿
老
の
滝
（
三
郷
町
）

　
　

市
観
光
協
会
三
郷
支
部
（
三
郷
振
興

事
務
所
内
）�
２
８
―
１
０
０
１

 
恵
那
納
涼
夏
祭
り
と
盆
踊
り    

 
の
夕
べ

　

駅
前
通
り
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
、
縁

日
や
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時
半

１４

□
と
こ
ろ　

恵
那
駅
前
通
り

　
　

市
商
店
街
連
合
会
事
務
局
（
商
工
会

議
所
内
）�
２
６
―
１
２
１
１

 
第　

回
東
野
納
涼
夏
祭
り

２９

　

盆
踊
り
や
加
藤
拓
三
さ
ん
の
和
太
鼓
演

奏
、
花
火
、
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
５
時
半

１４

□
と
こ
ろ　

東
野
公
民
館
駐
車
場

　
　

東
野
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
東
野
振

興
事
務
所
内
）�
２
６
―
２
２
４
４

 
毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　

花
火
（
約
百
発
）
や
お
楽
し
み
抽
選
会
、

盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時

１４

□
と
こ
ろ　

恵
那
北
運
動
広
場
（
雨
天
の

場
合
は
毛
呂
窪
体
育
館
）

　
　

毛
呂
窪
区
長　

林
正
彦�
２
７
―
３

７
８
１

 
姫
栗
納
涼
夏
祭
り

　

盆
踊
り
や
花
火
（
約
百
発
）
な
ど
を
行

い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
７
時

１４

□
と
こ
ろ　

姫
栗
ふ
れ
あ
い
広
場
（
笠
置

町
）

　
　

姫
栗
区
長　

田
本
吉
郎�
２
７
―
３

８
１
０

 
中
野
方
町
夏
祭
り

　

各
自
治
会
に
よ
る
出
店
、
花
火
（
約
３

百
発
）
や
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
５
時
半

１４

□
と
こ
ろ　

中
野
方
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
　

中
野
方
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
中
野

方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）�
２
３

―
２
１
１
３

 
第　

回
天
空
の
里 
飯
地
高
原   

２９

 
夏
ま
つ
り

　

夜
空
を
飾
る
花
火
、
盆
踊
り
や
た
く
さ

ん
の
出
店
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時

１４

□
と
こ
ろ　

飯
地
公
民
館
前

　
　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
飯
地
公
民

館
内
）�
２
２
―
３
４
０
１

委
員
会
（
恵
那
市
恵
南
商
工
会
岩
村
支
所

内
）�
４
３
―
２
６
３
６

 
道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山  

 
岡
お
盆
イ
ベ
ン
ト

　

昔
の
遊
び
を
教
え
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
、　

日�
、　

日

１３

１４

１５

�
午
前　

時
―
午
後
３
時

１０

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡
周
辺

　
　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡�

５
９
―
０
０
５
１

 
ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火

　

仕
掛
け
花
火
や
名
物
の
音
楽
花
火
、
ス

タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
で
彩
ら
れ
る
ふ
る
さ
と

創
生
花
火
。
特
設
の
舞
台
で
は
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
　

▽
縁
日
＝
午
後

１３

３
時　

▽
花
火
＝
午
後
７
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

岩
村
城
再
建
構
想
実
行
委
員
会
（
恵

那
市
恵
南
商
工
会
岩
村
支
所
内
）�
４
３

―
２
６
３
６

▲ザ・縁日の名物「音楽花火」
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縁
日
や
盆
踊
り
、
打
ち
上
げ
花
火
＝
上
矢

作
町
山
村
広
場

　
　

上
矢
作
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
上
矢
作
振
興
事
務
所
内
）�
４
７
―

２
１
１
１

 
武
並
町
夏
ま
つ
り

　

盆
踊
り
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
有

志
に
よ
る
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時

１５

□
と
こ
ろ　

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場

　
　

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
（
武
並
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）�
２
８
―
２

４
２
７

 
く
し
は
ら
盆
踊
り

　

屋
台
村
と
盆
踊
り
、
サ
ン
ホ
ー
ル
く
し

は
ら
で
の
映
画
会
な
ど
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時

１５

□
と
こ
ろ　

く
し
は
ら
温
泉
マ
レ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
い
っ
ぷ
く
前

　
　

く
し
は
ら 
笑 

し
ょ
う 
盆 
団
（
串
原
振
興
事
務

ぼ
ん

所
内
）�
５
２
―
２
１
１
１

 
爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

　

約
３
０
０
年
の
歴
史
と
伝
統
技
法
を
今

日
に
伝
え
る
花
火
大
会
。
仕
掛
け
花
火
や

ス
タ
ー
マ
イ
ン
（
約
千
発
）
を
打
ち
上
げ

ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
７
時

１６

□
と
こ
ろ　

山
岡
町
久
保
原
爪
切
地
蔵
前

　
　

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会
実
行
委

員
会
（
山
岡
振
興
事
務
所
内
）�
５
６
―

２
１
１
１

 
阿
木
川
ダ
ム
・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス  

 
テ
ィ
バ
ル

　

阿
木
川
ダ
ム
湖
を
船
で
巡
る
巡
視
体
験

や
ダ
ム
堤
体
内
の
見
学
会
、
も
ち
投
げ
大

会
、
魚
の
放
流
体
験
、 
阿  
岐 
太
鼓
な
ど
各

あ 

ぎ

種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
前　

時
―
午
後

２１

１０

４
時

 
や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

盆
踊
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い

ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時

１４

□
と
こ
ろ　

山
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
山
岡
）�
５
６
―
３
９

２
１

 
第　

回
明
智
町
納
涼
花
火
大
会

２１

　

明
智
全
域
に
、
ご
う
音
が
鳴
り
響
く
尺

玉　

発
を
含
む
、
打
ち
上
げ
花
火
や
ス

４０
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど（
約
千
発
）。 
浪  
漫  
亭 
前

ろ 
ま
ん 
て
い

の
会
場
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
バ

ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
　

▽
バ
ザ
ー
＝
午

１４

後
４
時　

▽
花
火
大
会
＝
午
後
７
時
半

□
と
こ
ろ　

浪
漫
亭
前
駐
車
場

　
　

明
智
町
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
明
智
振
興
事
務
所
内
）�
５
４
―
２
１
１

１
 
上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

谷
あ
い
に
響
く
花
火
（
約
８
百
発
）
が

特
徴
。
花
火
や
縁
日
、
盆
踊
り
な
ど
を
行

い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
　

▽
魚
つ
か
み
＝

１４

午
前
９
時　

▽
縁
日
や
盆
踊
り
、
打
ち
上

げ
花
火
＝
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

▽
魚
つ
か
み
＝
道
の
駅
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
裏
の
木
の
実
川　

▽

▲伝統技法のロケット花火

夏夏ののイイベベンントト夏夏ののイイベベンントト
特集
夏夏ののイイベベンントト

問 問

問 問

問 問

問問

▲木の実川で魚つかみをする参加者

□
と
こ
ろ　

阿
木
川
ダ
ム
入
り
口
広
場

□
主
催　

コ
コ
ロ
う
る
お
す
水
と
緑
と
歴

史
の
パ
テ
ィ
オ
推
進
協
議
会

　
　

阿
木
川
ダ
ム
管
理
所�
２
５
―
５
２

９
５

 
い
わ
む
ら
城
址
薪
能

　

岩
村
城
藩
主
邸
跡
に
あ
る
老
松
を
背
景

に
生
か
し
た
能
舞
台
を
、
特
設
し
て
開
催

す
る
野
外
能
。

□
と
き　

８
月　

日�
　

▽
開
場
＝
午
後

２８

４
時
半　

▽
開
演
＝
午
後
５
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
城
藩
主
邸
跡

□
演
目　

能
「
桜
川
（
半
能
）」、「
黒
塚
」、

狂
言
「
寝
音
曲
」

□
入
場
料　

▽
大
人
＝
３
０
０
０
円　

▽

中
・
高
校
生
＝
１
０
０
０
円

　
　

い
わ
む
ら 
城
址 
薪
能
実
行
委
員
会

じ
ょ
う
し

（
ま
ち
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）�
４
３
―

４
６
２
２

▲

ア
カ
マ
ツ
を
背
景
と
し
た
幽
玄
な
薪
能
の
世
界
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�１７

　
�１８

　
�１９

　
�２４

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス

ケ
ー
ト
場
・
夏
休
み
営
業
時
間

の
延
長
（
８
月　

日
ま
で
）

３１

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
山

岡
・
明
智
B
&
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
、上
矢
作
プ
ー
ル
）

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
山

岡
・
明
智
B
&
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
、上
矢
作
プ
ー
ル
）

恵
那
北
小
学
校
プ
ー
ル
一
般

開
放（
無
料
の
水
泳
教
室
付
き
）

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
・
フ
ッ

ト
サ
ル
無
料
開
放

 
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那　
　

 
夏
休
み
営
業
時
間
延
長

□
と
き　

７
月　

日�
―
８
月　

日�

１７

３１

□
営
業
時
間　

午
前
８
時
半
―
日
没
ま
た

は
午
後
７
時

　
　

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー

ト
場�
２
８
―
３
３
９
０
（
月
曜
日
は
休

館
）

 
市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
、
８
月

１８

１９

７
日�
、
８
日�
、
９
月
５
日�
（
最
終

日
）

●
山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・

明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

□
時
間　

午
前
９
時
―
午
後
６
時

●
上
矢
作
プ
ー
ル

□
時
間　

午
後
１
時
―
６
時

【
共
通
】

　
　

市
体
育
連
盟
事
務
局�
２
５
―
６
４

７
８
（
月
曜
日
は
休
館
）

 
学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放    

 
（
無
料
の
水
泳
教
室
付
）

●
恵
那
北
小
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
午
後
１

２４

２５

時
―
４
時

●
長
島
小
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

７
月　

日�
、
８
月
１
日�
午

３１

後
１
時
―
４
時

●
大
井
小
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

８
月
７
日�
、
８
日�
午
後
１

時
―
４
時

【
共
通
】

□
利
用
者　

市
内
在
住
、
在
勤
者
（
未
就

学
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

□
無
料
の
水
泳
教
室　

午
後
２
時
か
ら
行

い
ま
す
。
希
望
者
は
当
日
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
　

市
体
育
連
盟
事
務
局�
２
５
―
６
４

７
８
（
月
曜
日
は
休
館
）

 
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
・
フ
ッ  

 
ト
サ
ル
無
料
開
放

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
午
前
８

２４

２５

時
半
―
日
没
ま
た
は
午
後
７
時

□
と
こ
ろ　

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場

□
無
料
の
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
教
室　

午
前　

時
と
午
後
２
時
の
２
回
。
希
望
者

１０

は
当
日
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
貸
し
靴
は
有
料
（
５
０
０
円
）

　
　

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー

ト
場�
２
８
―
３
３
９
０
（
月
曜
日
は
休

館
）

問

問 問

問

▼人工芝フットサル場でプレー

５�
市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
山

岡
・
明
智
B
&
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
、上
矢
作
プ
ー
ル
）

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
、
無
料
開
放

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

７月

９月
１�７�８�
長
島
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開

放
（
無
料
の
水
泳
教
室
付
き
）

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
山

岡
・
明
智
B
&
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
、上
矢
作
プ
ー
ル
）

大
井
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開

放
（
無
料
の
水
泳
教
室
付
き
）

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
山

岡
・
明
智
B
&
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
、上
矢
作
プ
ー
ル
）

大
井
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開

放
（
無
料
の
水
泳
教
室
付
き
）

８月
　
�２５

　
�３１

恵
那
北
小
学
校
プ
ー
ル
一
般

開
放（
無
料
の
水
泳
教
室
付
き
）

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
・
フ
ッ

ト
サ
ル
無
料
開
放

長
島
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開

放
（
無
料
の
水
泳
教
室
付
き
）

７月

▲元気にプールを楽しむ児童（岩邑小学校で）
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【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

□
講
師　

高
水
正
夫
さ
ん
（
恵
那
野
生
植

物
探
索
の
会
代
表
）

 
ビ
ー
玉
万
華
鏡
を
作
ろ
う

　

収
蔵
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ビ
ー
玉

万
華
鏡
を
作
り
ま
す
。

□
と
き　

８
月
７
日�
、
８
日�
午
後
１

時
半
―
４
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館
講
座
室

□
対
象　

小
学
生　

各
日　

人
（
定
員
に

２０

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
材
料
費　

４
０
０
円
（
保
護
者
同
伴
の

場
合
は
、
観
覧
料
５
０
０
円
が
必
要
）

□
持
ち
物　

水
筒
、
の
り
、
は
さ
み
、
筆

記
用
具
、
色
鉛
筆
、
そ
の
ほ
か
万
華
鏡
の

飾
り
に
使
い
た
い
も
の

 
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
絵
本
劇

　
「
へ
た
う
ま
劇
団
☆
は
な
の
き
」
が
、
児

童
書
の
人
気
作
家
・
た
ば
た
せ
い
い
ち
の

作
品
「
ひ
・
み
・
つ
」
の
劇
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
７
日�
午
後
２
時
―
２
時

半□
と
こ
ろ　

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

 
講
演
会「
働
く
と
い
う
こ
と
」

　

中
・
高
生
や
大
学
生
な
ど
に
贈
る
「
働

き
が
い
」
の
講
演
会
で
す
。

□
と
き　

８
月
８
日�
午
後
１
時
半
―
３

時

□
と
こ
ろ　

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

□
講
師　

柴
田
秋
雄
さ
ん
（
ホ
テ
ル
ア
ソ

シ
ア
名
古
屋
タ
ー
ミ
ナ
ル
総
支
配
人
）

 
ゆ
か
た
で
涼
む
美
術
館

　

こ
の
日
は
観
覧
料
の
無
料
と
夜
間
特
別

開
館
を
実
施
。
来
館
者
に
は
小
粋
な
記
念

品
を
、
ま
た
浴
衣
の
方
に
は
記
念
撮
影
の

写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
前
９
時
半
―
午

１４

後
８
時
（
入
館
は
午
後
７
時
半
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館

 
講
談
師
神
田
昌
味
氏
の
独
演
会

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
１
時
半
―
３

２２

時
半

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館
講
座
室

□
演
目　
「
名
君
と
名
奉
行
」「 
秋 

し
ゅ
う 

色 しき 
桜 
」

ざ
く
ら

□
参
加
費　

▽
大
人
＝
１
２
０
０
円
（
入

館
料
含
む
）
▽
小
中
高
生
＝
５
０
０
円

※
未
就
学
児
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

□
定
員　
　

人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

８０

切
り
）

【
共
通
】

　
　
　
　

▽
図
書
館

イ
ベ
ン
ト
＝
市
中
央

図
書
館�
２
５
―
５

１
２
０　

▽
美
術
館

イ
ベ
ン
ト
＝
中
山
道

広
重
美
術
館�
２
０

―
０
５
２
２

 
夏
の
お
は
な
し
会

□
と
き　

▽
小
学
生
ま
で
対
象
＝
７
月　
１７

日�
、　

日�
、
８
月　

日�
午
後
２
時

２４

２１

―
２
時
半　

▽
乳
幼
児
対
象
＝
７
月　

日
２７

�
、
８
月
３
日�
、　

日�
、　

日�
午

１０

１７

前　

時
半
―　

時

１０

１１

□
と
こ
ろ　

図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

 
ダ
ン
ボ
ー
ル
広
場

　

迷
路
な
ど
で
遊
び
な
が
ら
、
市
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
産
業
を
学
び
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
１
時
―
５
時

２９

□
と
こ
ろ　

図
書
館
芝
生
・
キ
ャ
ノ
ピ
ー

 
お
も
し
ろ
理
科
実
験

　

面
白
く
て
不
思
議
な
理
科
の
実
験
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
前　

時
―　

時

３０

１０

１１

□
と
こ
ろ　

図
書
館
南
側
キ
ャ
ノ
ピ
ー
下

 
夏
の「
こ
わ
〜
い
お
話
」

　

暑
い
夏
で
も
涼
し
く
な
る
話
で
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
、
８
月　

日�
午

３１

１４

後
２
時
―
２
時
半

□
と
こ
ろ　

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

 
植
物
の
勉
強
会

●
植
物
観
察
の
ポ
イ
ン
ト

□
と
き　

８
月
１
日�
午
前　

時
―
正
午

１０

□
対
象　

小
学
生

●
恵
那
の
シ
ダ
植
物
展
の
解
説

□
と
き　

８
月
１
日�
午
後
２
時
―
３
時

１�３�７�８�
　
�１０

　
�１４

　
�１７

　
�２１

　
�２２

植
物
の
勉
強
会

夏
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

ビ
ー
玉
万
華
鏡
を
作
ろ
う

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
絵
本
劇

ビ
ー
玉
万
華
鏡
を
作
ろ
う

講
演
会
「
働
く
と
い
う
こ
と
」

夏
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

夏
の
「
こ
わ
〜
い
お
話
」

ゆ
か
た
で
涼
む
美
術
館

夏
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生  

ま
で
）

親
子
で
楽
し
む
講
談

　
�１７

　
�２２

　
�２４

　
�２７

　
�２９

　
�３０

　
�３１

夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生  

ま
で
）

美
術
館
・
夏
休
み
企
画
展
「
親

子
で
遊
ぶ
浮
世
絵
」（
８
月　
２９

日
ま
で
）

夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生 

ま
で
）

夏
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
広
場

お
も
し
ろ
理
科
実
験

夏
の
「
こ
わ
〜
い
お
話
」

８月

か 
ん   
だ   
ま 
さ   
み

　

市
中
央
図
書
館
や
中
山
道
広
重
美
術
館

の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

７月

夏夏ののイイベベンントト夏夏ののイイベベンントト
特集
夏夏ののイイベベンントト

申
・
問

 
「
親
子
で
楽
し
む
講
談
」

▲

夏の「こわ～いお話」



広報えな　10

た
い
な
ど
で
農
地
を
借
り
た
い
方

は
、
一
度
、
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
支
店
・

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
、
農
業
振
興
課

（
内
線
５
４
１
）

□
と
き　

８
月
６
日�
午
前
９
時

　

分
―
正
午

１５□
と
こ
ろ　

市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー

□
内
容　

税
金
ク
イ
ズ
大
会
、
地

震
体
験
、
施
設
見
学
な
ど

□
対
象　

小
学
校
５
・
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
（
恵
那
市
・
中
津
川

市
在
住
の
方
）

□
定
員　
　

人
（
保
護
者
と
児
童

３０

の
ペ
ア　

組
）

１５

□
参
加
費　

無
料

（
交
通
費
な

ど
自
己
負
担
）

□
申
し
込
み

方
法　

小
学
校

ま
た
は
税
務
課
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
記
入
の
上
、
中
津
川

税
務
連
絡
協
議
会
あ
て
へ
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　

７
月　

日�
１６

　
　
　
　

中
津
川
税
務
署
総
務
課

�
０
５
７
３
―
６
６
―
１
２
０
４

�
０
５
７
３
―
６
６
―
８
９
６
１

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
図
書
館

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
用
に
な
っ

た
絵
本
や
小
説
な
ど
の
本
を
、
有

効
活
用
す
る
た
め
「
古
本
リ
サ
イ

ク
ル
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�

１０

１１

午
前　

時
―
午
後
４
時

１０

※
午
前
９
時
半
か
ら
整
理
券
を
配

り
ま
す

□
と
こ
ろ　

市
中
央
図
書
館
２
階

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　
　

市
中
央
図
書
館�
２
５
―
５

１
２
０

　

市
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
老
人
保
健
施
設
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
を
利
用
し
た
と
き
の

食
費
や
居
住
費
を
減
額
す
る
認
定

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
対
象　

要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
て
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
の
非

課
税
の
方
。

□
申
請　

高
齢
福
祉
課
か
お
近
く

の
振
興
事
務
所
に
申
し
込
む
。

□
申
請
期
限　

７
月　

日�
３１

□
有
効
期
限　

７
月
１
日�
―
平

成　

年
６
月　

日

２３

３０

※
申
請
期
限
が
過
ぎ
て
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
有
効
期

限
の
開
始
は
、
申
請
日
の
属
す
る

月
の
初
日
か
ら
と
な
り
ま
す

　
　

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
内
線
１
２
４
）

　　

農
地
の
利
用
促
進
や
集
積
を
進

め
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
農
地
保
有
合
理
化
事
業

が
、
農
地
法
の
改
正
で
、
農
地
利

用
集
積
円
滑
化
事
業
に
替
わ
り
ま

す
。
勤
め
が
忙
し
い
、
農
機
具
が

無
い
、
管
理
す
る
人
が
い
な
い
な

ど
の
理
由
で
農
地
を
貸
し
た
い

方
。
ま
た
、
新
し
く
農
業
を
始
め

た
い
、
農
業
経
営
規
模
を
拡
大
し

農
地
の
貸
し
付
け
・
借
り
受

け
の
相
談

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
市
を

開
催

申
・
問

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
申
請

夏
休
み

親
子
そ
ろ
っ
て
税
金
教
室

案
内

問

問

問

□時間   午前７時～午後８時（ただし笠置町、
中野方町、飯地町、山岡町、明智町、串原、上
矢作町は午後７時まで）
□投票所    有権者に投票入場券を郵送しま
す。入場券に記載してある投票所へお越し
ください。
※投票所が、上矢作小学校から上矢作振興事

務所へ、大井小学校は新築の屋内運動場へ変

更。該当地区の方は、注意してください

　市の選挙人名簿に登録されていて、次の条
件を満たす方は、投票ができます。
①平成２年７月１２日までに生まれた方。　
②平成２２年３月２３日までに住民票を作成し
て、引き続き市内に居住している方。   

□新聞折り込み　７月５日�に折り込み。
（中日・岐阜・朝日・毎日・読売新聞の朝刊）
□郵送　新聞未購読世帯に限り郵送します。
電話か、はがき、ファクス、電子メールで、
①住所②世帯主の氏名③電話番号―を記入
し、「選挙公報の郵送希望」と明記の上、申し
込みください。
※一度の申し込みで、次回から継続して郵送

します。住所などの変更時には、連絡ください

□設置　市役所ロビー、市選挙管理委員会事
務局、各振興事務所、恵那文化センター、市
中央図書館に設置します。
　　　　〒５０９－７２９２（住
所不要）市選挙管理委員会
事務局�２６-２１１１（内線５５０）
�２０-２１２３�senkyo@office.
city.ena.gifu.jp

投
票
日
は
７
月　

日�
 
１１

投票の時間と場所 選挙公報を配布・設置

投票ができる方

参議院
選   挙

▲集積している農地

問・申

11　2010.7.1

□
返
済
期
間　
　

年
以
内　

１５

□
担
保　

原
則
無
担
保
（
た
だ
し

取
扱
金
融
機
関
が
担
保
を
必
要
と

す
る
場
合
に
は
、
不
動
産
を
担
保

と
し
ま
す
）

【
共
通
】

□
利
率　

東
海
労
働
金
庫
が
定
め

る
金
利
。

□
保
証
人　
�
日
本
労
働
者
信
用

基
金
協
会
の
保
証
で
す
。

※
保
証
料
は
東
海
労
働
金
庫
が
負

担
し
ま
す

□
申
し
込
み
の
条
件　

次
の
条
件

に
該
当
す
る
方
①
市
内
に
1
年
以

上
居
住
し
、
同
一
事
業

所
に
1
年
以
上

勤
務
し

て
い

る
方

②返
済
が

確
実
と
認
め

ら
れ
る
方
③
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方
④
東
海
労

働
金
庫
と�
日
本
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
定
め
る
要
件
を
備
え
て

い
る
方

□
取
扱
金
融
機
関　

東
海
労
働
金

庫
恵
那
支
店

　
　

東
海
労
働
金
庫
恵
那
支
店�

２
５
―
８
０
２
５
、
商
工
観
光
課

（
内
線
５
２
１
）

　

昨
年
度
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
く
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
、
現
地
の
再
調

査
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
基
礎

調
査
は
、
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、

土
石
流
な
ど
が
発
生
す
る
区
域
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
再
調

査
で
は
、
私
有
地
へ
立
ち
入
ら
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
と
き　

７
月
―　

月
末
こ
ろ
午

１２

前
８
半
―
午
後
６
時

※
こ
の
期
間
内
の
う
ち
の
数
日
に

調
査
を
行
い
ま
す

□
調
査
個
所　

市
内
全
域
（
岩
村

町
、
明
智
町
、
串
原
、
上
矢
作
町

を
除
く
）

□
調
査
員　

大
日
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト�
、�
建
設
技
術
研
究
所
、
八

千
代
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ�
の
調

査
員

※
調
査
員
は
、「
調
査
中
」
と
表
記

し
た
黄
色
の
腕
章
を
し
て
、
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

□
そ
の
他　

日
曜
日
、
祝
日
の
調

査
作
業
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
　

県
恵
那
土
木
事
務
所
河
川
砂

防
課�
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線

３
４
４
）

□業務内容　売店、喫茶、自動販売機、
コインランドリー、TVカードの管理販売
□契約期間　１０月1日�～平成２７年３月
３１日
□業務の仕様　市ホームページ（http://
www.city.ena.lg.jp/）をご覧ください。
□申し込み方法　郵送（書留郵便）か直
接お持ちください。
□締め切り　８月９日�正午（必着）
　　　　〒５０９-７４０３岩村町１６５０-１病院
管理課（小木曽）�４３-１２６５

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

問

問

　

聞
こ
え
や
言
葉
が
気
に
な
る
乳

幼
児
や
児
童
、
生
徒
と
そ
の
保
護

者
の
育
児
や
学
習
、
生
活
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

聴
覚
障
が
い
に
携
わ
る
学
校
の

先
生
や
諸
機
関
の
職
員
の
方
と
、

互
い
に
聴
覚
障
が
い
児
の
育
児
や

学
習
、
生
活
に
か
か
わ
る
情
報
交

換
を
し
た
り
、
日
ご
ろ
の
悩
み
の

解
決
を
図
っ
た
り
し
て
、
連
携
を

深
め
ま
す
。

□
と
き　

８
月
２
日�
午
前
９
時

半
―
午
後
３
時
半

ル
な
ど
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

７
月　

日�
２６

　
　
　
　

〒
５
０
０
―
８
４
８

８ 
岐
阜
市
加
納
西
丸
町
１
―
７

４
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
支
援
セ
ン

タ
ー
（
県
立
岐
阜
ろ
う
学
校
内
）

�
０
５
８
―
２
７
１
―
３
７
３
３

（
セ
ン
タ
ー
直
通
）�
０
５
８
―
２

７
１
―
３
７
０
５�

c27361@
gif

u-net.ed.jp

　

市
で
は
、
勤
労
者
の
方
々
の
福

利
厚
生
向
上
の
た
め
、
勤
労
者
資

金
融
資
制
度
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
相
談
く

だ
さ
い
。

【
生
活
資
金
】

□
融
資
限
度
額　

３
０
０
万
円

（
1
万
円
単
位
）

□
資
金
使
途　

教
育
資
金
、
医
療

資
金
な
ど
生
活
に
必
要
な
資
金

□
返
済
期
間　

５
年
以
内
（
育
児

介
護
休
暇
取
得
者
は
、
1
年
間
の

据
置
期
間
を
含
ん
で
６
年
以
内
）

□
担
保　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
住
宅
資
金
】

□
融
資
限
度
額　

５
０
０
万
円

（　

万
円
単
位
）

１０□
資
金
使
途　

住
宅
建
設
・
改
築

資
金
、
住
宅
用
土
地
購
入
資
金

案
内

□
と
こ
ろ　

県
立
恵
那
特
別
支
援

学
校
（
岩
村
町
）

□
内
容　

聴
覚
障
が
い
に
か
か
わ

る
学
習
会
、
手
話
・
補
聴
器
体
験
、

個
別
支
援
相
談
会 
、
補
聴
器
取
扱

業
者
に
よ
る
聴
覚
障
が
い
支
援

グ
ッ
ズ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い

□
講
師　

岩
田
吉
生
氏
（
愛
知
教

育
大
学
障
害
児
教
育
講
座
准
教

授
）、
河
合
依
子
氏
（
岐
阜
ろ
う
劇

団
い
ぶ
き
代
表
）

□
相
談
員　

学
習
会
講
師
・
き
こ

え
と
こ
と
ば
の
支
援
セ
ン
タ
ー
担

当
者
（
言
語
聴
覚
士
、
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

□
申
し
込
み
方
法　

参
加
申
込
書

を
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

勤
労
者
の
た
め
の
資
金
融

資
制
度

巡
回
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

支
援
相
談
会

土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る

現
地
再
調
査
の
実
施

問・申

  市立恵那病院への出店者を募集

申
・
問

▲

病
院
内
の
売
店
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ソ
バ
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
、
そ

ば
打
ち
ま
で
の
体
験
者
を
募
集
し

ま
す
。
ソ
バ
の
栽
培
を
通
し
て
、

農
業
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

８
月　

日�
―　

月　

２１

１１

２８

日�
午
前　

時
―
午
後
２
時

１０

□
会
費　

６
０
０
０
円
、
４
０
０

０
円
（
３
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
）

□
対
象　
　

組
（　

人
程
度
）

２５

８０

※
１
組
は
、
２
人
か
ら
５
人
ま
で

□
内
容　

①
８
月　

日�
　

ソ
バ

２１

種
ま
き
・
寿
老
の
滝
で
昼
食
（ 
朴 ほお

 
葉 
す
し
）　

②　

月
下
旬　

ソ
バ

ば

１０

刈
り
取
り
・
萱
葺
き
古
民
家
で
昼

食（
五
平
餅
）　

③　

月　

日�
収

１１

２８

穫
祭
・
そ
ば
打
ち
体
験
・
新
米
試

食
（
地
元
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

□
締
め
切
り　

７
月　

日�
必
着

３０

　
　
　
　

道
の
駅 
ら
っ
せ
ぃ
み
さ

と�
２

８
―
３

３
１
０
、

農
業
振

興
課
（

内
線
５

４
４
）

地
域
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

Ｐ
Ｒ
を
し
、
地
域
経
済
の
振
興
を

図
る
た
め
の
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
中
高
校
生
も
歓
迎

で
す
。

□
と
き　

８
月
４
日�
午
前
９
時

半
出
発

□
集
合
場
所　

恵
那
商
工
会
議
所

□
視
察
先　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
山
岡
、

明
光
化
成
工
業
㈱
、
大
正
村
散
策

□
定
員　
　

人
３０

□
参
加
費　

２
０
０
０
円
／
人

※
昼
食
、
陶
芸
体
験
を
含
む

　
　
　
　

恵
那
商
工
会
議
所
総
務

課�
２
６
―
１
２
１
１

　

来
春
採
用
の
、
防
衛
大
学
校
学

生
と
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

□
説
明
会　

▽
と
き
＝
７
月　

日
１０

�
・　
�
・　

日�
午
前　

時
―

１１

３１

１０

午
後
４
時
（
都
合
の
良
い
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
と
こ
ろ
＝
自
衛
隊
恵
那
地
域
事

務
所
（
王
子
板
紙
前
）

□
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

http://
w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gifu/

　
　
　
　

自
衛
隊
恵
那
地
域
事
務

所�
２
６
―
４
３
１
０

　

環
境
の
意
識
を
高
め
、
暮
ら
し

や
す
い
「
ま
ち
」
を
築
く
た
め
、

「
か
ん
き
ょ
う
と
く
ら
し
の
絵
手

紙
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
テ
ー
マ　

自
然
、
故
郷
、
家
族
、

友
だ
ち
な
ど
自
由
。

□
対
象　

恵
那
市
ゆ
か
り
の
人

□
応
募
部
門　

小
学
生
低
学
年
の

部
・
小
学
生
高
学
年
の
部
・
中
学

生
の
部
・
一
般
の
部
（
幼
児
含
む
）

□
応
募
規
定　

官
製
は
が
き
、
私

製
は
が
き
、
は
が
き
大
用
紙
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
も

可
能
（
一
人
一
点
に
限
り
ま
す
。

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

□
応
募
期
間　

７
月　

日�
―
９

１４

月
８
日�

□
応
募
方
法　

各
小
中
学
校
か
恵

那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
提
出
。

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
０
３

長
島
町
正
家
１
―
４
―
２
１
恵
那

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ�
２
５
―
４

８
１
４

　

恵
那
商
工
会
議
所
管
内
の
企
業

の
優
れ
た
技
術
・
商
品
を
、
体
験

な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

道
の
駅
ら
っ
せ
ぃ
み
さ
と

ソ
バ
の
栽
培
体
験

夏休み企画展
「親子で遊ぶ浮世絵」
７/２２�～８/２９�

　親子で楽しめる浮世絵版画や、子どもが遊びを
通して、当時の社会や風俗を学ぶことができた
「おもちゃ絵」を中心にご覧いただけます。

歌川広重
即興
かげぼしつくし
つる

田中コレクション

　　中山道広重美術館�２０-０５２２問

か
ん
き
ょ
う
と
く
ら
し
の

絵
手
紙

来
春
採
用
の
自
衛
官

産
業
観
光
・
体
験
ツ
ア
ー

募
集

試験期日受付期間受験資格募集項目

９月１８日�
８月１日�～
９月１０日�

１８歳以上２７
 歳未満

一般曹候補生

９月下旬予定

 自衛官候補生
（女子）

年間を通して
随時

 自衛官候補生
（男子）

１０月２３日�

９月６日�～
１０月１日�

 高卒以上２４
 歳未満
（見込み含む）

看護学生
（看護師養成）

１０月３０日�
・３１日�

 高卒以上２１
 歳未満
（見込み含む）

 防衛医科大学校 
学生

１１月６日�
・７日�

防衛大学校
学生・一般

９月２５日�
・２６日�

９月６日�～
９日�

防衛大学校
学生・推薦

９月２３日�８月１日�～
９月１０日�

航空学生
（パイロット養成）

▲

そ
ば
打
ち
体
験

７月４日�、８月１日�は、市民の日（市民に限
り観覧料が無料です。当日、受付係に「恵那市民
です」とお伝えください)

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

13　2010.7.1

 
募
集
要
項

□
受
付
期
間　

７
月　

日�
ま
で

３０

の
平
日
午
前
８
時
半
―
午
後
５
時

　

分
（
郵
送
は
７
月　

日
消
印
有

１５

２６

効
）

□
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
備
え

付
け
の
職
員
採
用
試
験
申
込
書
に

①
住
民
票
②
卒
業
（
見
込
み
）
証

明
書
③
成
績
証
明
書
④
資
格
・
免

許
の
写
し
⑤
写
真
⑥
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
⑦
受
験
票
送
付
用
封
筒

（
定
型
長
三
封
筒
に　

円
切
手
を

８０

張
る
）
―
を
添
え
て
申
し
込
む
。

※
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
と
成

績
証
明
書
が
、
申
し
込
み
時
に
提

出
で
き
な
い
場
合
は
、
一
次
試
験

の
受
験
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
資
料
を
郵
送
で
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
１
２
０
円
切
手
を
張
っ
た
返

信
用
封
筒
（
定
型
外
角
２
封
筒
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

□
申
し
込
み
先　

〒
５
０
９
―
７

２
９
２　

恵
那
市
長
島
町
正
家
１

―
１
―
１
総
務
課
職
員
係

□
そ
の
他　

試
験
案
内
・
職
員
採

用
試
験
申
込
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.ena.gi

fu.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

一次試験受験資格人数職種

９月１９日�
恵那東中学
校

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学（これと同等
以上の学歴を含む）を卒業した人又は平成２３年３月３１日までに卒業見込みの人５人程度大学卒

 一般事務 昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく高等学校（これ
と同等以上の学歴を含む）を卒業した人(大学が最終学歴の人を除く)又は平
成２３年３月３１日までに卒業見込みの人

２人程度 高校卒

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学（これと同
等以上の学歴を含む）を卒業した人又は平成２３年３月３１日までに卒業見込み
の人で土木技術に関する専門教科を専攻した人

１人程度土木技術（大学卒）

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学（これと同
等以上の学歴を含む）を卒業した人又は平成２３年３月３１日までに卒業見込み
の人で建築技術に関する専門教科を専攻した人

１人程度建築技術（大学卒）

上記の各職種の受験資格を満たし、次に該当する人①身体障害者手帳の交付
を受けている人②自力により通勤ができ、介護者なしに一般行政職としての
職務の遂行が可能な人③活字印刷文による出題に対応できる人

１人程度身体障がい者

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、保育士・幼稚園教諭の両資格を有す
るか平成２３年３月３１日までに両資格を取得見込みの人２人程度保育士

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、保健師の資格を有するか平成２３年３
月３１日までに保健師資格を取得見込みの人２人程度保健師

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく高等学校（これ
と同等以上の学歴を含む）を卒業した人か平成２３年３月３１日までに卒業見込
みの人。救急救命士資格を取得している人又は平成２３年５月末日までに取得
見込みの人については採点上考慮します。

１人程度消防

８月２２日�
市役所

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、看護師、保健師、准看護師、社会福
祉士、精神福祉士、介護福祉士のいずれかの資格を有する人１人程度介護

申込者に
通知

昭和３５年４月２日以降に生まれた人で、獣医師の資格を有する人又は平成２３
年４月１日までに取得見込みの人１人程度獣医師

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、看護師の資格を有する者又は平成２３
年４月１日までに取得見込みの人２人程度看護師

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、　臨床工学技士の資格を有する者又
は平成２３年４月１日までに取得見込みの人１人程度臨床工学技士

一緒に働きませんか
市の職員を募集

申し込み期限は７月３０日�まで
　　　　　　　市では、平成２３年４月１日採用予定の市職員を次のとおり募集します（介
　　　　　　護職は、平成２２年１１月１日採用）。合併してから採用を控えていた一般行政
　　　　職の新規採用も開始します。
 　　□問い合わせ　総務課職員係　（内線３０４）
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N
H
K
の
放
送
で「
各
種
警
報
、

注
意
報
が
従
来
よ
り
詳
細
に
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
、
気
象
庁
か
ら
発
表

さ
れ
る
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
県
の
場
合
は
、　

の
エ
リ

４２

ア
、
ポ
イ
ン
ト
で
、
時
間
当
た
り

の
雨
量
基
準
と
比
較
し
て
、
警

報
・
注
意
報
が
発
表
さ
れ
る
よ
う

で
す
。
恵
那
市
地
区
に
つ
い
て

は
、
こ
の
変
更
に
対
応
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。（

岩
村
町
・
Ａ
さ
ん
）

　

今
ま
で
は
「
東
濃
・
中

濃
・
岐
阜
西
濃
・
飛
騨
北

部
・
飛
騨
南
部
」
で
、
発
表
し
て

い
た
気
象
警
報
や
注
意
報
が
、
現

在
は
、
市
町
村
単
位
で
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
が

「
恵
那
市
」
に
発
表
さ
れ
た
場
合
、

寧に説明します。

□受講料　６００円（別途テキスト代９００円）

□定員　１８人（定員になり次第締め切り）

【夏休み子どもペーパークラフト講座】

□とき　 ▽Ａ講座＝８月４日�午前１０時～午後３時

▽Ｂ講座＝８月１８日�午前１０時～午後３時

□定員　１０人（小学３年生以下は保護者同伴） 

□材料費　５００円（受講料は無料です） 

□持ち物　はさみ、木工用ボンド、筆記用具、定規、

お弁当、水筒、袋（完成品を入れる） 

【共通】

□ところ　恵那文化センター視聴覚室

□申し込み期間　７月１０日�午前１０時から開講日前

日まで。　「はじめてのパソコン講習」について、初

めて受講する方は、７月２６日�までに申し込めば優

先されます。再受講者の受講の可否は、７月２７日�

以降に連絡します。

　　　　パソコンサポートクラブ�０９０-４２６５-９７２７

□募集内容　 ▽短歌＝２首以内　題詠「恵那の夕暮

れ」・自由詠　 ▽俳句＝２句以内　題詠「恵那の夕暮

れ」・自由詠（当季）

※短歌・俳句の双方の応募可。自作で未発表作品に

限ります。また、類想・類句・二重投句は入賞を取

り消すことがあります

□募集期間　 ▽夏＝７月３１日�まで（当日消印有効）

▽秋＝９月１６日�～１１月１５日�（当日消印有効）

□応募方法　専用の応募用紙かはがきにジャンルと

作品を１枚で１人２首２句まで記入し、�住所�年

齢�性別�連絡先�職業・学校（学年）－を明記の

上、郵送ください。また、中央自動車道恵那峡サー

ビスエリア（上り線）、中山道広重美術館でも応募

（投函）できます。

□表彰　各部門で最優秀賞、優秀賞、特別賞があり

ます。賞品は賞金や図書券、副賞です。

※入賞作品の著作権は主催者に帰属します

　　　　〒５００-８８７５岐阜市柳ヶ瀬通１-１２岐阜中日

ビル６Ｆ　中日新聞岐阜支社事業課内短歌俳句コン

クール応募事務局�０５８-２６５-０２６７（平日の午前１０時

～午後６時）

□応募方法　色は４色以内、大きさはＡ４以内の平

面での紙かデジタルデータの場合はＣＤ-Ｒによる

データと、別紙に�住所�氏名（フリガナ）�年齢

�電話番号－を明記して、折り曲げずに封書で郵送

するか、持参してください。（１人２点まで）

※名前を付ける場合は、イラストの下に記入してく

ださい（名前は変更になる場合があります）。作品は

オリジナルで、自作未発表のものに限ります

□応募資格　不問。ただし、１１月１３日�に行われる

表彰式へ出席できる方（代理出席も可能）。

※１等賞の作品の著作権は�日本大正村に帰属しま

す。グッズに使用する際、若干の変更を行う場合が

あります。応募作品は返却されません

□締め切り　 ８月３１日�（必着）

　　　　〒５０９-７７１７恵那市明智町１８８４番地３

日本大正村役場「日本大正村イメージキャラクター

募集」係�５４-３９４４

日本大正村ホームページ（http://www.nihon-taisho

mura.or.jp/）

警
報
、
注
意
報
を
市
町

村
単
位
で
発
表

（財）日本大正村
イメージキャラクター募集

西行伝説の里恵那
短歌・俳句コンクールの作品募集

申・問

申・問

申・問

15　2010.7.1

□とき　７月７日�午前１０時～正午

□ところ　市共同福祉会館

　　露木淳子�２６-２６６０

【市福祉センター会場】

□とき　７月７日�、２１日�、８月５日�、１２日�

午前１０時～正午

【岩村福祉センター会場】

□とき　７月１６日�、３０日�、８月６日�、１３日�

午後１時～３時

【共通】

□対象者　市内に在住し、障害者手帳をお持ちの方

（送迎や付き添いは、各自でお願いします）

□定員　１０人程度

□内容　パソコン入門からワード・エクセルの入門

と基礎

□受講料　５００円／月（別途資料代など）

□持ち物　ノートパソコン、筆記用具（パソコンの

無い方には、貸し出すこともできます）

□申し込み方法　ファクスか電話で�氏名�連絡先

�障がい部位・級�車椅子利用の有無�パソコンの環

境�質問－を連絡してください。

　　　　障がい者パソコンサポートえな（山田）�

０９０-７０４７-５６４９�２６-１９８５

□とき　７月１９日�　 ▽受け付け＝正午　 ▽勉強会

＝午後０時半～４時半

□ところ　東野公民館大会議室

□参加費　１,５００円（テキスト代含む）

□講師　寺田真理子さん

□申し込み方法　ファクスで申し込みください。　

　　　　市認知症サポーターゼロハチの会事務局

（永石）��２６-２６０２　　　　　

□とき　７月２４日�　 ▽集合＝午前８時　 ▽作業＝

午前８時半～１１時

□集合場所　岩村歴史資料館前

□作業内容　草刈り・石垣の清掃など

□持ち物　草刈機（燃料は用意します）、かま、 鍬 、
くわ

熊手、竹ほうきなど

※作業終了後に、城について勉強会を行います

　　城下町ホットいわむら�４３-４６２２

【はじめてのパソコン講習】

□とき　８月３日�、１０日�、１７日�、２４日�午前

９時半～１１時半

□内容　ＷｉｎｄｏｗｓＸＰを使い、文字入力やマウス、

キーボードの使い方など、パソコンの基本操作を丁

パソコンサポートクラブ
８月期講座のご案内

　『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイベントや各種募集などを市
内に周知するためのコーナーです。（営利目的・宗教・政治に関する掲載
はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報広聴係�２６-２１１１（内線３１４）

参加してみませんか
障がい者パソコン教室

父子家庭の祖父母会 パーソン・センタード・ケアの勉強会

岩村城跡の清掃ボランティア

市
で
は
防
災
行
政
無
線
、
音
声
告

知
放
送
、
市
安
心
安
全
メ
ー
ル
を

使
っ
て
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
り

ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
的
な
こ
と
で
の
変
更

は
「
恵
那
市
安
心
安
全
メ
ー
ル
」

の
警
報
メ
ー
ル
が
「
東
濃
地
方
」

か
ら「
恵
那
市
」に
な
り
ま
す
。
警

報
時
の
市
の
対
応
は
、「
恵
那
市
」

に
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
、

警
戒
体
制
を
取
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
域
の
名

称
「
東
濃
地
方
」
を
用
い
て
、
知

ら
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
「
東
濃
地
方
に

警
報
」と
発
表
さ
れ
た
場
合
で
も
、

東
濃
地
域
の
他
市
（
多
治
見
市
、

土
岐
市
、
瑞
浪
市
、
中
津
川
市
）

を
対
象
に
発
表
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
市
は
防

災
無
線
な
ど
で
、
警
報
発
表
の
広

報
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
防
災
情
報
課
）

申・問

問

申・問

問
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２
０
１
０
健
康
・
福
祉
祭
が
、
６
月
６
日
に
ま
き
が
ね

公
園
と
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
約
３
５
０
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
健
康
と
福
祉
を
テ
ー
マ
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健

康
増
進
、
歯
科
保
健
な
ど
約　

の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、
そ

３０

れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

ぎ
ふ
清
流
国
体
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
ダ
ン
ス
で
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
二
葉
幼
稚
園
の
年
長
児
が
、
ミ

ナ
モ
ダ
ン
ス
を
玄
関
前
で
披
露
。
園
児
た
ち
の
笑
顔
で
楽

し
そ
う
な
ダ
ン
ス
は
、
祭
り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
で
健
康
づ
く
り

曽我  愛  々  ちゃん
ね ね

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

す
く
す
く
大
き
く
育
っ
て

ね
！

拓
也
さ
ん
・
明
世
さ
ん

丸山  諒 くん
りょう

諒
く
ん
が
生
ま
れ
た
こ

と
、
１
歳
を
元
気
に
迎
え

ら
れ
る
こ
と
に
…
感
謝�

昇
二
さ
ん
・
香
奈
栄
さ
ん

樋田  妃  南 ちゃん
ひ な

パ
パ
そ
っ
く
り
の
妃
南

ち
ゃ
ん�
１
歳
お
め
で
と

う
！
大
好
き
よ�

裕
一
朗
さ
ん
・
奈
美
さ
ん

中野方町

安田  頼  生 くん
らい き

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と

う
。
す
く
す
く
元
気
に

育
っ
て
ね
。

直
哉
さ
ん
・
さ
お
り
さ
ん

ロイド  太  芽 くん
たい が

お
め
で
と
う
太
芽
！
強
く

た
く
ま
し
く
な
っ
て
ね
！

た
く
さ
ん
一
緒
に
笑
お
う

リ
ッ
ク
さ
ん
・
瞳
さ
ん

岩村町

林  海  陽 くん
かい ひ

海
陽
の
笑
顔
み
ん
な
大
好

き�
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

広
和
さ
ん
・
綾
子
さ
ん

笠置町 ７月生まれのお誕生日長島町

武並町

岩村町

17　2010.7.1

　昨年度から、体育館、校舎を新築工事中の山岡小学

校。同校は、例年、秋に行われる運動会を工事の都合

で、５月２９日に開催。児童らは、昼食後に４４年間使わ

れ、取り壊される体育館で、記念撮影を行いました。

　日本大正村バラ祭が、５月２９日から６月１３日まで大正

ロマン館前で開催されました。来場者は、咲き誇ったバ

ラ園で、写真撮影やバラの香りを、館内では、トロン

ボーンや修復ピアノなどの演奏を楽しみました。

　長島小学校６年生の代表らは、６月１日に「こどもエ

コクラブ壁新聞」の県代表の報告に、市役所を訪れまし

た。この新聞は、同校の学林で行った、森の健康診断が

題材で、児童たちの感想文を中心に作成しました。

　笠置山なんじゃもんじゃウオーキングが、５月３０日に

開催されました。約１００人の参加者は、道中のヒトツバ

タゴ（国天然記念物）や笠置山の植物を満喫し登頂。帰

路では、記念植樹を行いゴールを目指しました。

　８月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、７月１５日�までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
�２６-２１１１（内線３１９）

町野  克  仁 くん
かつ ひと

か
っ
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で

と
う�
元
気
で
素
直
な
子

に
育
っ
て
ね�

智
彦
さ
ん
・
良
子
さ
ん

長島町

古山  瑛  大 くん
えい と

１
歳
お
め
で
と
う
★
ず
っ

と
か
わ
い
い
え
い
ち
ゃ
ん

で
い
て
ね�佳

久
さ
ん
・
麻
美
さ
ん

大井町

磯村  涼 
りょう

 太 くん
た

１
歳
お
め
で
と
う�
元
気

に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
☆

光
弘
さ
ん
・
恵
梨
子
さ
ん

岩村町

鷲見  和  音 くん
かず と

１
歳
お
め
で
と
う�
お
姉

ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
様
に

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
！

正
男
さ
ん
・
奈
冬
さ
ん

笠置町

宮川  紗  綾 ちゃん
さ や

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

素
直
で
優
し
い
子
に
育
っ

て
ね
。健

士
さ
ん
・
祐
子
さ
ん

長島町

伊藤  裕  也 くん
ひろ や

裕
く
ん
は
パ
パ
と
マ
マ
の

宝
物�
そ
の
笑
顔
は
皆
を

幸
せ
に
し
て
く
れ
ま
す
。

寛
隆
さ
ん
・
亜
希
子
さ
ん

明智町

旧体育館との別れをしのび運動会 バラの香りと演奏を楽しむ

長島小学校の壁新聞が県代表に 笠置山の植物を楽しむウオーキング
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　岩村藩出身の儒学者・佐藤一斎に学ぶ、先人学習講演

会が、６月４日に恵那文化センターで開催されました。

約３００人の参加者を前に、講師の窪田哲夫氏は、生涯学

び続けることの重要さと大変さを、熱く語りました。

　恵那北小学校６年生を対象に、６月４日、長島町久須

見地内で、まもろ米教室を開催。普通田と不耕起田（無

農薬）の生き物を調べ、児童たちは不耕起田には、コオ

イムシなど珍しい生き物がいることを学びました。

　三郷小学校２年生の親子３２人が、６月１５日にアイスク

リーム作りに挑戦しました。指導に当たったのは恵那

農高の先生と生徒。出来上がったアイスクリームを「お

いしいね」などと話し、楽しそうにいただきました。

　矢作川流域森と清流の交流フェスティバルが、６月１２

日に奥矢作レクリエーションセンターで開催。矢作川

流域の子どもたちは、水や山の環境の大切さや環境保全

の取り組みなどを、劇や合唱で発表しました。

　第６回恵那市少年の主張大会が、６月１９日に恵那文化

センターで開催されました。最優秀賞は、死に直面した

祖母の姿から、限りある命の大切さ、一生懸命生きるこ

とを主張した岩邑中学校３年生の吉田 智  瑛 さん。
ち え

　ささゆりが咲き乱れる６月１９日、２０日に、串原で「さ

さゆりの里まつり」が行われました。各種イベントが行

われ、子どもからお年寄りまで、簡単に参加できる布ぞ

うり飛ばしには、多くの参加者が挑戦しました。

今求められる「三学の精神」を語る 不耕起田で珍しい生き物を見つけた

親子でアイスクリーム作りに挑戦 水・山の大切さを劇や合唱で発表

最優秀賞は岩中の吉田智瑛さん 布ぞうり飛ばし大会は大好評

19　2010.7.1

輝
く

恵
那
人

　
「
恵
南
豪
雨
災
害
が
、
山
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
」
と
話

す
鈴
村
今
衛
さ
ん
（ 
杣  
組 
の
代
表
）。

そ
ま 
ぐ
み

　

現
在
、
多
く
の
人
工
林
は
放
置
林
と
な

り
、
密
度
が
高
い
林
の
木
は
、
風
や
雪
で

簡
単
に
倒
れ
る
。
光
不
足
の
地
面
に
は
草

や
低
木
が
生
え
ず
、
大
雨
の
時
、
水
は
表

面
を
流
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
斜
面
の
下
か

ら 
崩 
れ
て
い
く
。
最
近
の
集
中
豪
雨
で
の

く
ず

山
崩
れ
は
、
ま
さ
に
典
型
的
な
現
象
で
あ

る
。
間
伐
な
ど
の
林
地
残
材
が
、
大
雨
で

流
出
す
る
と
、
河
川
災
害
の
原
因
に
も
な

る
。
ま
た
、「 
杣 
サ
」
と
言
わ
れ
る
山
仕
事

そ
ま

の
プ
ロ
も
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

鈴
村
さ
ん
は
、
自
分
で
山
の
管
理
が
し

た
い
と
、
道
具
の
基
本
的
な
使
い
方
を
学

ぶ
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夕
立
山
森
林
塾

へ
参
加
し
た
。
山
を
管
理
し
て
保
全
す
る

こ
と
の
大
切
さ
も
学
ん
だ
。「
多
く
の
町

民
に
、
山
の
保
全
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
夕
立
山
森
林
塾
の
行
事
を

中
野
方
町
で
開
催
し
た
。

　

山
に
関
心
を
持
つ
仲
間
も
増
え
、
昨
年

５
月
に
「
杣
組
」
を
立
ち
上
げ
た
。
素
人

山
主
と
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
子
ど
も

や
孫
の
代
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
郷
土

を
つ
く
る
た
め
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
作
業

を
基
本
か
ら
学
び
、
太
陽
の
光
が
差
し
込

む
山
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

鈴
村
さ
ん
は
「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
、
一
人
で
も
多
く
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

が
使
え
る
杣
サ
を
育
成
す
る
こ
と
」
だ
と

言
う
。

　

杣
組
は
、　

人
で
、
普
段
の
仕
事
が
休

１７

み
の
土
、
日
曜
日
に
活
動
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
間
伐
材
を
木
の
駅
へ
搬
出
し
、
道
具

の
講
習
も
行
う
。
４
戸
の
林
家
か
ら
は
、

間
伐
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
林
家
の
希
望

に
副
え
る
小
回
り
の
利
く
杣
サ
だ
。

　

参
加
者
に
は
「
こ
ん
な
面
白
い
こ
と
は

無
い
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
良
い
」
と
好
評
。

「
木
を
倒
す
瞬
間
は
気
持
ち
よ
く
、
そ
の

瞬
間
は 
醍  
醐  
味 
だ
」
と
、
鈴
村
さ
ん
は
山

だ
い 
ご 

み

仕
事
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

杣
組
は
、 
木 
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

※

参
加
も
呼
び
掛
け
て
い
る
。
残
材
を
木
の

駅
へ
。
災
害
防
止
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
に
。　

山
づ
く
り
で
環
境
保
全

杣
組
は
杣
サ
を
育
て
る

 
鈴  
村   
今  
衛 
さ
ん　
　

歳

す
ず 
む
ら 
い
ま 
え

６１

中
野
方
町
第
２
区 ６９

※木の駅プロジェクト＝間伐材などの林地残材や値段がつかないような材を「木の駅」に集め、１�あたり６,０００円分の「モリ
券」という地域通貨を支払うというもの。集まった材はチップ工場に引き取ってもらい、紙の原料になっている。



この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

　大井町の中津川市蛭川境の木曽川に築かれた日本初の
発電用ダム。日本の電力王・福沢桃介（福沢諭吉の娘婿）
が、関西電力の前身の大同電力社長として、１９２４（大正
１３）年に建設した。木曽節で「男伊達ならあの木曽川の
流れ来る水とめてみよ」と歌われるほど、激流の木曽川
本流を最初に締め切った大規模ダムで、高さ５３.４�・堤
長２５８�は、完成当事東洋一の規模を誇った。空前の大
工事は、莫大な資金の調達、大洪水による工事のやり直
しなど困難の連続で、建設に携わった人は１４６万人。完
成によって上流に恵那峡を形成し、ダム湖百選にも選
定。２００７（平成１９）年に
は経済産業省の近代化産
業遺産に認定された。
８０年以上たった現在でも、
最大出力８４,０００��の電
力を供給し続けている。

『広報えな』７月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.６円（税込み）です。

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

　建物をいったん解体しての大規模改修

は、４４０年余の歴史で初めてのことで、事業

費は、１億８千９百万円。解体調査で、彫

刻やデザインなど戦国時代に再建された本

殿の時代的な特徴や、再建当時の資料・部材

が多く残されていることが判明した。

　建設半ばに起きた関東大震災により、莫

大な資金調達がより困難となった。そこで

桃介は、当時としては大胆かつ斬新なアメ

リカからの外資を導入する方法で、資金集

めに成功。また、このダムは、木曽川電源

開発の原点である。

　大井町の国道１９号北側に位置する武並神社本殿は、室
町時代の建築美を残す国の重要文化財。１２２０（承久２）
年に創建されたと伝えられる。　現在の本殿は、１５６４（永
禄７）年に岩村城主、遠山 景  任 が本願となって再建され

かげ とう

たものである。今回の工事は、腐朽した本殿を４４６年ぶ
りに全面解体後修理・復元することにし、２００７（平成１９）
年から２年８カ月かけて、ことし６月に無事終了した。
　解体修理により、戦国時代の大工が残した墨書が発見
され、本殿工事は愛知県の熱田の大工が担当したことが
判明した。また、詳細な調査で当時の材木が多数残って
いることも分った。今回の工事で、本殿は永録時代の姿
に復元。屋根には金箔を張った鬼瓦が施されている。
　うっそうと繁る木立に囲まれた 桧  皮  葺 、 入  母  屋 造りの

ひわ だ ぶき いり も や

本殿はバランスもよく、素晴らしい建築美を誇ってい
る。また、 垂  木 の様式も古く、装飾に使っている

たる き

 蟇  股 は
かえる また

古美術的な価値が高い。　

▲日本のハイダム技術の原点となった大井ダム

武並神社本殿２７

大井ダム

いにしえの建築美を残す

２８
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日本初の発電用ダム

▲当時の形に復元し、悠久のときを超えた本殿

大井ダムの湖上を運航する遊覧船▲


